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マチ×ヒト。化学反応起こしてる？ J u n  2 019
S u m m e r

v o l .10 9T2
住民一丸で取り組む新プロジェクト始動

地域商社で守る
与布土の未来

【特集】

　　　【ハイスクール キラリ組】 地域元気化プロジェクト 村岡高校

【お届け！職レポ隊】 「美味しさ」の先へ。広がる料理を目指して

【隠れた逸品 Ippin】 伝統食「いかの麹漬け」が洋風に大変身！

【裏路地探険】 但馬の秘境、天空の村を歩く／香美町村岡区柤岡

NEW



朝来市内の観光施設から、コースごとに「基本コース( 応募）ハガキ」
または「チャレンジコース台紙」にスタンプを集めて応募しよう！！
抽選で豪華賞品をプレゼント！まずはパンフレットをご覧ください！

地酒、温泉入浴券、商品券、人気のお土産品など魅力あふれる賞品がいっぱい！

スタンプ
設置場所
マップ

朝来市ぶらり観光スタンプラリー  

ぶらり賞 50名

特別賞　2 名 但馬牛（10,000 円相当）
あさご賞 9 名 朝来の特産品など（5,000 円相当）

朝来市マスコット
キャラクター
「ちゃすりん」

朝来を
グルッと
満喫！

基本コース…3カ所のスタンプを集めて応募

チャレンジコース…10カ所のスタンプを集めて応募

スタンプを集めると抽選で豪華賞品をプレゼント!

夏のオススメスポットを
めぐりながらスタンプを集めよう！

令和元年11/30（土）まで期間
（当日消印有効）

日本遺産を
訪ねて

日本屈指の
山城

兵庫県初の
ドームハウス！

史跡・生野銀山

多々良木フォレスト
リゾート CoCoDe

竹田城跡



Yamashita's Memories
Ａ：改装は全て自分たちの手作業で行っている。
分からないことはネット動画で調べたり、資金援
助にはクラウドファンディングを利用した。
B：地元のイベントには積極的に参加する山下夫
婦。地域住民とのふれあいも楽しんでいる。

Vol.07 山下 将幸さん 美妃さん
古民家カフェオープン予定

Yam
ashita's Voice

将来を考えて田舎で子育てをしたいと思
い、昨年の夏にUターンしてきました。現在
は大屋町の若杉に古民家カフェをオープン
するため、毎日改装作業を進めています。

まちの静かさと家の前に流れる川の音に癒
されています。地域の人も良い人たちで、
家族のように迎えてくれました。

人に会うよりシカに会う回数の方が多いで
す（笑）カフェで本も置きたいと話したこと
があって、それを聞いた近所の人がいらな
くなった絵本を持ってきてくれました。

歩いて10分ほどの距離に「不動滝」があ
り、岩に生えている苔の風景が“リトル屋
久島”って感じでお気に入りです！特に雨
が降ったあとは幻想的でおすすめ。まだま
だ他の場所にも面白い発見があるかも。

カフェは誰もがのんびり過ごしてもらえる空
間にしたいと思っています。都会では制限さ
れてできないことも、田舎では結構自由にで
きるので、完全移住にこだわらずにまずは
週末移住のような暮らし方も楽しいですよ。

- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2247
　　たじま UI ターン情報サイト「ひょうご北部で暮らす」    http://tajimalife.jp/

Voice
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Voice
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Voice
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A B

01.現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04.お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！東京都から養父市へＵターン
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の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
特
別

天
然
記
念
物
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な

ど
、貴
重
な
生
き
物
が
生
息
す
る
自
然
豊

か
な
朝
来
市
山
東
町
与よ

ふ

ど
布
土
地
区
。

　
“
よ
う
ど
”
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
で

は
、
深
刻
化
す
る
人
口
減
少
な
ど
の
問
題

解
決
に
向
け
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
農

業
振
興
・
観
光
対
策
」「
高
齢
者
の
福
祉

対
策
」「
若
者
の
移
住
・
定
住
促
進
」
の

３
つ
を
重
点
課
題
に
あ
げ
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

農
地
面
積
に
対
し
て
遊
休
農
地（
耕
作

と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地
）な
ど
の
拡

大
が
市
内
で
大
き
く
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
与
布
土
地
区
。
与
布
土
地
域
自
治

協
議
会
で
は
、
平
成
19
年
の
発
足
当
初
か

ら
「
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と
、

棚
田
の
復
活
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
情
報
共
有
等
を
感
覚
的
に
し

て
い
た
部
分
も
あ
り
、
な
か
な
か
持
続
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
「
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

る
の
は
後
継
者
不
足
で
す
。
高
齢
化
が
進

む
中
、
人
手
が
完
全
に
無
く
な
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
。
地
域
全
体
で
農
業
を
守
っ
て
い

く
に
は
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
協
議
会
事
務
局

長
を
務
め
る
奥
幸
之
さ
ん
。

　

ま
ず
、
農
業
の
将
来
に
対
す
る
思
い
を

確
認
す
る
た
め
農
家
を
対
象
に
意
向
調

査
を
実
施
。
農
業
の
現
状
や
未
来
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
、「
何

ら
か
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

地
域
住
民
か
ら
も
危
機
感
を
耳
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
る
に
は
現
体

制
で
は
厳
し
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
視
察
研
修
費
用
を
補

う
た
め
補
助
金
を
申
請
、
さ
ら
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
配
置
な
ど
事
業
計
画
の
推

進
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
今
年
３
月
に
か
け
て

「
地
域
の
農
業
を
考
え
る
座
談
会
」
を
開

催
。
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
め
て
、
約

80
名
の
参
加
者
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

地
区
内
に
は
10
集
落
が
あ
り
、
し
っ
か

り
と
対
策
を
立
て
て
進
め
て
い
る
集
落

と
、
限
界
を
感
じ
て
い
て
も
解
決
策
が
わ

か
ら
ず
に
放
置
し
て
し
ま
っ
て
い
る
集
落
で

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

与布土地域まちづくり
特集

住
民
一
丸
で
取
り
組
む
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

地
域
商
社
で
守
る
ま
ち
の
未
来

農
業
の
新
た
な
取
り
組
み

法
人
組
織
で
農
地
管
理
を

（
右
）「
地
域
の
農
業
を
考
え
る
座
談
会
」の
様

子
。
主
に
農
業
を
し
て
い
る
住
民
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
現
状
の
悩
み
や
将
来
の
農
業
に
つ

い
て
の
考
え
を
意
見
交
換
し
た
。

「これからの暮らしを考える座談会」
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「
京
阪
神
を
中
心
に
40
代
か
ら
70
代
の

方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
定
年
退

職
を
機
に
農
業
を
や
り
始
め
よ
う
か
と
考

え
て
い
る
方
が
多
い
で
す
ね
」
と
奥
さ
ん
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
実
際
に
野
菜
や
土
を

触
り
な
が
ら
学
べ
る
の
で
、
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」
と
好
評
だ
。

　
「
与
布
土
地
域
の
高
齢
化
率
は
市
内
で

２
番
目
に
高
い
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、

朝
来
市
市
長
公
室
総
合
政
策
課
の
馬ば

た
い袋

真
紀
さ
ん
。
与
布
土
在
住
で
地
域
の
取

り
組
み
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

重
点
課
題
の
１
つ“
福
祉
”に
つ
い
て
も

女
性
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で
座
談
会
を
実
施

し
て
、
実
現
可
能
な
高
齢
者
支
援
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
「
集
落
ご
と
で
高
齢
者
の
集
い
の
場
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
把
握
で
き

る
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
や
そ
の
解
決
方
法

な
ど
、
情
報
を
共
有
し
て
地
域
全
体
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
ね

と
話
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
協
議
会
の

活
動
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
嬉
し
い
」
と
馬
袋
さ
ん
。

　

昨
年
秋
に
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い
た

ま
ち
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
店
し
、
高

齢
者
の
買
い
物
先
や
病
院
へ
の
移
動
手
段

な
ど
「
高
齢
者
の
福
祉
対
策
」
に
は
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

温
度
差
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
抱
え
て
い
る

問
題
は
ど
こ
も
同
じ
。
５
年
後
、
10
年
後

を
想
定
し
て
各
集
落
で
出
来
る
こ
と
、
ま

た
集
約
し
て
や
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
。

　

計
４
回
の
座
談
会
の
中
で
「
個
人
に
委

ね
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
、“
農
地
管
理
の
法
人

設
立
”
と
い
う
案
が
固
ま
っ
て
き
た
。

　

農
地
を
預
け
た
い
人
と
、
貸
し
て
ほ
し

い
人
と
の
情
報
を
管
理
し
て
う
ま
く
マッ
チ

ン
グ
出
来
る
体
制
や
、
若
者
が
農
業
を
始

め
る
時
に
農
機
具
を
揃
え
る
の
は
難
し
い

た
め
、
機
械
の
貸
し
出
し
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
よ
う
や
く
具
体
的
な

準
備
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
、
来
年
４
月
の

事
業
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る
。「
法
人

を
設
置
す
る
こ
と
で
新
た
な
雇
用
を
創
出

し
、
後
継
者
を
確
保
す
る
こ
と
で
継
続
性

の
あ
る
事
業
展
開
を
図
り
、
地
域
の
農
業

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
奥
さ
ん
は
地
域

の
願
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

与
布
土
地
域
で
は
、
県
の
委
託
事
業

「
但
馬
楽
農
講
座
」
も
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
。
講
師

を
招
い
て
、“
有
機
農
法
”
を
テ
ー
マ
に
座

学
と
実
習
を
通
し
て
農
業
が
学
べ
る
。

但
馬
楽
農
講
座

地
域
全
体
で
高
齢
者
支
援

与布土地域自治協議会

奥 幸之さん

但馬楽農講座

法人組織を
地域の会社にしたいと

思っています。
皆さんで売ること、買うことを
一緒に考えていきましょう！

道の駅「但馬のまほろば」で
は、県認証食品・ひょうご
推奨ブランド『よふど緑風み
そ』のほか、地元でとれた野
菜やお土産品などを販売。
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て
し
ま
う
。
中
に
は
お
菓
子
屋
を
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
の
夫
婦
な
ど
、
与
布
土
に
新

し
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る
。

　
「
地
域
法
人
の
設
立
は
、
地
域
の
将
来

を
担
う
大
き
な
事
業
で
す
。
農
業
が
活
発

に
な
れ
ば
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
も
繋
が

り
、
若
者
の
雇
用
と
後
継
者
育
成
の
仕
組

み
づ
く
り
は
移
住
定
住
の
面
で
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
課
題
解
決
の
た
め
に“
地

域
商
社
”
と
し
て
、
ま
ち
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
、
自
治
協
議
会
は
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

　

ま
ち
が
抱
え
る
問
題
と
真
剣
に
向
き
合

い
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
前
進
を
始
め
た

与
布
土
の
ま
ち
づ
く
り
。
今
後
の
動
き
に

も
注
目
し
た
い
。

　

与
布
土
地
域
で
は
、
移
住
者
や
地
域

住
民
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、“
こ
ん

な
こ
と
が
し
た
い
”
と
い
う
声
に
対
し
て
、

意
見
を
出
し
合
い
実
現
し
て
い
く
『
与
布

土
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の
取
り
組
み
も
行

わ
れ
て
い
る
。

　

旧
与
布
土
小
学
校
を
利
用
し
て
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
す
る
ほ
か
、部
活
動
の
よ
う
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
時
間

を
作
る
な
ど
、
移
住
者
に
と
っ
て
も
住
民

交
流
の
良
い
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
で
当
事
者
意
識

が
生
ま
れ
る
の
で
、
楽
し
さ
の
共
有
や
課

題
解
決
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も“
対
話
”

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
の

思
い
を
上
手
に
引
き
出
し
て
実
現
で
き
る

体
制
が
あ
る
の
は
与
布
土
の
強
み
。
こ
こ

ま
でA

S
A
G
O
iN
G

の
考
え
を
地
域
全
体

で
取
り
組
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
寛
容
さ
も

大
き
い
で
す
」
と
馬
袋
さ
ん
は
語
る
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
“
地
域
で
子
ど

も
を
育
ん
で
い
く
”
と
い
う
考
え
が
根
付

く
与
布
土
地
域
。「
照

し
ょ
う
ふ
く福
こ
ど
も
園
」
で

は
、
農
地
体
験
や
川
遊
び
と
い
っ
た
自
然

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
。「
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
い
」
と
但

馬
内
で
移
住
す
る
家
族
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、小
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ
」
も
人
気
。
協
議

会
発
足
当
初
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

与
布
土
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
移
住
希
望
者
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
て
い
る
の
で
、
住
む
前
の
地
域
交

流
を
図
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
の
も
あ
り
、

近
年
、
住
民
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
地
域
に
子
ど
も
の
声
が
聞
こ

え
な
い
の
は
寂
し
い
で
す
か
ら
ね
」
と
奥
さ

ん
。
地
域
全
体
で
移
住
者
を
受
け
入
れ

る
環
境
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
と
話
す
。

　

実
際
、
子
育
て
世
代
の
若
手
移
住
者

が
増
え
て
お
り
、
空
き
家
は
す
ぐ
埋
ま
っ

若
者
の
声
を
実
現
化

「
与
布
土
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

子
育
て
移
住
者
に
人
気

地
域
で
こ
ど
も
を
育
ん
で
い
く

自分の思いが伝えられる安心感
子育て移住者や若者たちが
いきいき暮らせるまちづくり

地
域
商
社
で
ま
ち
を
守
る

朝来市総合政策課

馬袋 真紀さん

ASAGOiNGな人が
増えれば、地域は
もっと面白くなる！

与布土マーケットの様子

朝来市のシティプロモーション戦略
「あなたはまちの未来 ASAGOiNG
（アサゴーイング）」。自分のやりたい
ことを実現しながらまちと関わって
いる人を“ASAGOiNGな人”と呼び、
そんな人たちが住むいきいきとした
まちを目指している。魅力あるまち
づくりとともに、移住定住に繋げて
いく考えだ。

（問）朝来市役所市長公室総合政策課
079-672-6110

ASAGOiNGとは
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昨年7月に地域おこし協力隊として与布土地区に移住してきた田口亮さん。
与布土地域自治協議会に所属し、但馬楽農講座の専任スタッフや法人組織の
立ち上げ支援などを行なっている。農業や耕作放棄地の問題に関心があり、大
阪府で塗料メーカーに勤めながら週末に農業の専門学校へ通っていた田口さ
ん。全国で活動拠点を探していたところ、地域のイベントに参加して住民と触
れ合うなかで、まちの雰囲気と人柄の良さを感じて与布土への移住を決心。

「特に与布土地域には若手の移住者もおられて、移住者同士が交流する場が多
いので孤立しにくいのかなという安心感もありました。現在はいろんなグループ
に入っていて、バドミントンをしたり与布土マーケットをしたりと退屈しない日々
を過ごしています。与布土以外からの参加者も多く、地域間を越えた繋がりが
あるのもこのまちの魅力です」と田口さんは話す。
今後は前職の経験を活かして、錆びた農業用施設に防錆塗料
を施してリフォーム販売することも計画している。「まちの良さ
を発信して、移住者や交流人口を増やしたい。人が増えれば
農業の活性化に繋がる可能性もあるので、１つの問題を１つと
して捉えずに複合的な視点で考えていきたいです。そのために
も僕が感じたのと同じ様に、皆さんにも居心地の良さを感じて
もらえるポイントをもっと作っていかなければならないです
ね」。地域の魅力を発掘する活動はまだ始まったばかり。

照福こども園
“この環境をいかした保育をしたい”と、自然の中での学びを大切にする

『照福こども園』。園児たちはまるで地域全体が園庭かのように、周りに
広がる田んぼや川で生物観察などをして楽しく遊んでおり、同園では子
どもたちがその中で感じる発見や気づきに寄り添い、１人１人の思いを支
えることを心がけている。
自然遊びの他にも、地元農家の協力で田植えや稲刈りといった本格的な
農業体験も行なっている。苗を植えるところから園児たちが行い、採れた
野菜は給食で口にすることもあり食に関して学ぶこともできる。

「日々の保育について職員間で何度も話し合います。いろんな視点で意見
交換をすることで、自身の保育の振り返りにもなる」とは、主任保育士の
藤本さん。話し合い以外でも、園児のちょっとした出来事から職員が感じ
たことを『エピソード記録』として毎日紙に残して共有。気づきの良いツー
ルになっており、職員は「子どもたちから学ぶことが多い」と口を揃える。
また、同園では卒園した子どもたちが自由に遊べる場、『放課後児童クラ
ブ みんなのおうち』を設けている。昨年建物が完成し、多くの子どもたち
が“ただいま”と帰ってくるのだそう。

「みんな違ってみんな良い。社会に出ても人はそれぞれ違うってことを受
け入れて生活できる子どもに育って欲しい」と石田園長。子どもたちの主
体性を大事にする地域のこども園では、今日も元気な笑顔が育っている。

P i c k u p

［問］与布土地域自治協議会 079-676-3030

V O I C E

地域おこし協力隊

田口 亮さん

照福こども園

石田 保孝さん

（上）自治協議会が主催する１泊２日の夏イベント「わ
くわくキャンプ」。川遊びやジビエBBQ、オオサン
ショウウオを探すナイトウォークなど、大人も子ど
もも本気で自然遊びができる2日間。
（下）大人と子どもの交流を目的に、旧与布土小学校
体育館を利用して、自由にスポーツを楽しむ「生涯ス
ポーツ講座」も実施。

地
域
全
体
が
遊
び
場
！

自
然
遊
び
か
ら
心
を
育
む

田植え体験川遊び

7
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但馬の隠れた逸品  Ippin

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
青
い
海
が
広
が

り
、
村
の
シ
ン
ボ
ル「
三
尾
の
大
島
」
が
浮
か

ぶ
新
温
泉
町
三
尾
地
区
。
三
尾
の
主
婦
ら

で
結
成
さ
れ
る
「
御み
ほ
の
う
ら

火
浦
村
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
」が「
ほ
た
る
い
か
糀
こ
う
じト
マ
ト
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
」

と
「
ほ
た
る
い
か
糀
カ
レ
ー
」
を
開
発
し
た
。

　

こ
の
開
発
に
は
同
地
区
の
伝
統
食
「
い
か

の
樽な
れ

寿
司
」の
麹
漬
け
の
技
術
が
活
か
さ
れ

て
い
る
。「
い
か
の
樽
寿
司
」
は
海
岸
で
干
し

た
ス
ル
メ
イ
カ
を
米
と
麹
に
漬
け
込
ん
で
作

ら
れ
る
冬
の
保
存
食
と
し
て
、
こ
の
地
域
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
。
同
グ
ル
ー
プ
で
も
販

売
し
て
お
り
人
気
の
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量
が

落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
価
格
が
高
騰
。
そ

■御火浦村おこしグループ
［所］美方郡新温泉町三尾146
［問］0796-80-1458
三尾の風土が育てた郷土料理でまちを活性化したいと、地元の海
産物を使った商品を生産から販売まで行っている。パスタソースと
カレーは道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」にて販売中。

vol.30  ほたるいか糀トマトパスタソース＆
　　　 ほたるいか糀カレー（新温泉町）

臭みがなくて食べやすいと子どもにも人気。
今後は販路の拡大を目標にしている。

こ
で
新
商
品
と
し
て
目
を
つ
け
た
の
が
、
全

国
水
揚
げ
量
一
位
を
誇
る
同
町
特
産
・
ホ

タ
ル
イ
カ
だ
っ
た
。

　
「
ホ
タ
ル
イ
カ
も
樽
寿
司
の
よ
う
に
麹
漬

け
に
し
て
い
た
が
、
形
が
崩
れ
や
す
く
見
た

目
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で

ペ
ー
ス
ト
に
し
て
は
ど
う
か
、と
な
り
ま
し
た
」

と
副
代
表
の
向む
こ
ね
と
し
み

根
敏
己
さ
ん
。
若
い
世
代
に

も
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
ホ
タ
ル
イ
カ

独
特
の
香
り
を
和
ら
げ
る
た
め
パ
ス
タ
ソ
ー
ス

と
カ
レ
ー
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
伝
統
食
を
洋
風
に
加
工
す
る

こ
と
に
葛
藤
も
あ
っ
た
。「
ど
ん
な
味
に
な

る
の
か
想
像
で
き
ず
心
配
」
と
不
安
も
感

じ
た
が
、
ホ
タ
ル
イ
カ
と
麹
の
旨
さ
を
知
っ
て

伝
統
食
が
洋
風
に
大
変
身
！
ホ
タ
ル
イ
カ
と
麹こ

う
じ

の
旨
味
が
ア
ク
セ
ン
ト

も
ら
い
、い
ろ
ん
な
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
の
想
い
で
開
発
に
踏
み
切
っ
た
。

　

苦
労
し
た
の
は
ホ
タ
ル
イ
カ
と
麹
の
割
合
。

「
イ
カ
が
多
い
と
旨
味
は
増
え
る
が
独
特
の

香
り
も
強
く
な
る
。
逆
に
少
な
く
す
る
と

香
り
が
目
立
た
な
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
」。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
試
作
を
重
ね
た
。

ホ
タ
ル
イ
カ
の
香
り
と
旨
味
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
残
し
た
こ
と
が
味
の
決
め
手
だ
と
い
う
。

　

受
け
継
い
で
き
た
技
術
を
残
す
た
め
に

変
化
を
遂
げ
た
三
尾
の
伝
統
食
。
イ
カ
の

旨
味
と
豊
か
な
香
り
が
広
が
る
カ
レ
ー
と
パ

ス
タ
を
ぜ
ひ
、
今
夜
の
献
立
に
い
か
が
？

旧御火浦保育所を改築した作
業所。この日はパスタソース
の仕込み中で、ホタルイカと
ニンニクの食欲を刺激する香
りが部屋中に広がっていた。
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農
業
特
区
に
指
定
さ
れ
多
彩
な
特
産
物

を
持
つ
養
父
市
に
あ
る
、
本
格
的
フ
ラ
ン
ス

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
・
リ
ビ
エ
ー
ル
」。

　

カ
タ
シ
マ
株
式
会
社
が
運
営
す
る
同
店
は

地
元
食
材
を
使
用
し
た
商
品
開
発
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
氷
ノ
山
ど
ぶ
ろ
く
「
鉢
伏
の

泉
」
を
ジェラ
ー
ト
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
今

ま
で
に
な
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ

の
斬
新
な
発
想
を
可
能
に
し
た
の
は
、
グ

ル
ー
プ
全
体
で
持
ち
寄
る
多
様
な
視
点
と
、

試
作
を
繰
り
返
す
日
々
だ
っ
た
。

　
「
以
前
は
、
但
馬
で
都
会
と
同
じ
料
理
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
都
会
の
真
似
で
は
独
自
の
も

の
は
生
み
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地
元
に
目

を
向
け
る
と
、し
っ
か
り
と
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
栽
培
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
食
材
達
に
気
づ

き
ま
し
た
」。

　

そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
総
料
理
長
の

廣ひ
ろ
う
じ氏

佳
典
さ
ん
。
自
ら
生
産
者
の
元
へ
出

向
き
、
料
理
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
事
業
と

し
て
継
続
で
き
る
道
を
模
索
し
た
。

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
素
材
の
ひ
と
つ
が「
朝
倉

山
椒
」
だ
。
美
し
い
緑
色
と
柑
橘
類
の
よ
う

な
爽
や
か
な
香
り
を
活
か
し
た「
朝
倉
山
椒

の
タ
プ
ナ
ー
ド
」は
、経
済
産
業
省
の
プ
ロ
ジェ

ク
ト「wonder

5
0
0
」
に“
日
本
が
誇
る

べ
き
優
れ
た
地
方
産
品
”に
選
定
さ
れ
、
国

内
外
で
4
万
個
以
上
の
販
売
を
誇
る
。

　

万
能
調
味
料
と
し
て
使
え
る
タ
プ
ナ
ー
ド

を
瓶
詰
め
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、お
土

産
と
し
て
の
販
路
も
広
が
っ
た
。
カ
フ
ェ
・
パ

テ
ィ
ス
リ
ー
部
門
だ
け
で
な
く
、フ
ラ
ン
ス
料

理
の
知
識
と
技
術
を
持
つ
カ
タ
シ
マ
グ
ル
ー
プ

な
ら
で
は
の
商
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

同
グ
ル
ー
プ
で
は
そ
の
味
を
世
界
へ
広
め
る

た
め
山
椒
自
体
の
輸
出
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
た
め

の
改
革
は
止
ま
ら
な
い
。
自
分
達
の
手
で
よ

り
良
い
も
の
を
作
る
た
め
、
昨
年
よ
り
レ
ス

ト
ラ
ン
の
定
休
日
を
増
や
し
、
開
発
の
た
め

の
時
間
を
確
保
し
た
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
遠
く
の
お
客

様
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

よ
り
広
が
り
の
あ
る
商
品
開
発
を
続
け
て
い

き
ま
す
」と
廣
氏
さ
ん
。

　

世
界
の
人
々
を
虜
に
す
る
ラ
・
リ
ビ
エ
ー

ル
の
料
理
は
、
但
馬
の
可
能
性
と
共
に
こ
れ

か
ら
も
広
が
っ
て
い
く
。

「美味しさ」の先へ。
広がる料理を目指して

レストラン ラ・リビエール

［所］養父市大塚 22-1  TEL .079-665-0801　

◎カタシマ株式会社が運営するフレンチレストラン。旬の地元

食材をふんだんに使用した、季節のコース料理が楽しめる。

http://www.katash ima .co. jp/riviere/index.php

「リビエール」はフランス語で
「川」の意味。店内は明るく、
落ち着いた雰囲気。

「但馬ならではのフランス料理を確立させたい」と廣氏さん（写真中央）。
店内は生き生きと働くスタッフが印象的で、「挑戦できる企業でありたい」と若者の試みを後押ししている。
彼らが生み出す料理を楽しむため、海外から一流シェフが訪れることも珍しくない。

朝倉山椒の処理はスタッフ総
出で行われる。品質を保つた
め、日夜研究を重ねた。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.07

DATA
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裏
路地

険
探

■
但
馬
の
秘
境
、
天
空
の
村
を
歩
く
／
香
美
町
村
岡
区
柤け

び
お
か岡

急
斜
面
に
家
々
や
棚
田
が
立
ち
並
ぶ
柤
岡
地
区

絶
景
が
広
が
る
村
は
下
界
と
は
ま
る
で
別
世
界

夏
の
涼
し
い
風
を
感
じ
て「
天
空
の
村
」を
歩
く

　

国
道
９
号
を
鳥
取
方
面
へ
、
春
来
ト

ン
ネ
ル
の
手
前
を
左
折
し
、つ
づ
ら
折
り

の
上
り
坂
を
一
気
に
駆
け
上
が
る
と
、

急
斜
面
に
家
々
が
建
ち
並
ぶ
集
落
が
思

い
が
け
な
く
視
界
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

　

標
高
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
大
峰
山
の

中
腹
に
位
置
す
る
柤け

び
お
か岡
地
区
は
、
地
す

べ
り
が
起
き
た
地
形
に
住
居
や
棚
田
が

広
が
り
、「
天
空
の
村
」
と
呼
ば
れ
る
但

馬
の
秘
境
だ
。
南
側
に
あ
り
、
陽
当
た

り
は
良
好
。
眺
望
は
開
け
、
山
々
の
尾

根
が
広
が
る
光
景
は
ま
さ
に
絶
景
だ
。

　
「
初
め
て
訪
れ
た
方
は
よ
く
こ
ん
な

場
所
に
人
が
住
ん
で
い
る
と
驚
か
れ
る

こ
と
が
大
半
で
す
。
縄
文
時
代
の
土
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か

ら
人
が
住
み
着
い
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と

は
、
案
内
役
の
田
中
眞
德
区
長
。

　

西
側
に
は
中
世
の
山
城
、
柤
岡
城
が

あ
り
、「
御お

し
ろ
ば
や
し

城
林
」と
呼
ば
れ
る
場
所
や

「
大だ

い
も
ん門

」
と
い
う
地
名
が
残
り
、
そ
の
頃

か
ら
現
在
の
集
落
の
形
が
造
ら
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

集
落
に
は
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

斜
面
に
段
々
と
建
物
が
並
び
、
そ
れ
ら

を
縫
う
よ
う
に
路
地
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
ま
る
で
迷
路
の
よ
う
。
隣
家
を
行
き

来
す
る
に
も
高
低
差
が
あ
り
、
足
腰
が

鍛
え
ら
る
こ
と
は
間
違
い
な
し
だ
。

　

傾
斜
地
に
あ
り
な
が
ら
、
最
盛
期
に

は
１
４
０
戸
が
居
住
し
、
集
落
の
麓
に

あ
っ
た
小
学
校
に
は
、
１
３
０
人
ほ
ど
の

児
童
が
通
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
驚
き

だ
。
診
療
所
も
あ
っ
た
と
い
い
、
町
内
で

も
大
き
な
村
だ
っ
た
。

　

村
の
産
業
を
主
に
支
え
た
の
は
、
農

業
と
但
馬
牛
、
冬
の
出
稼
ぎ
で
の
酒
造

り
。
集
落
の
西
側
へ
２
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た

場
所
は
、「
山や

ま
だ田

」
と
呼
ば
れ
る
棚
田

が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
但
馬

牛
の
牧
草
地
が
あ
る
。
少
し
距
離
が
あ

る
た
め
、
朝
４
時
半
に
お
弁
当
を
持
っ

緩傾斜地に住居や田畑が造られている柤岡の集
落。陽当たりがとてもよく、但馬の尾根を見渡す眺
望は、まさに「天空の村」といえる。集落の西側に
は、中村氏が城主を務めた中世の山城である柤岡
城があったが、羽柴秀吉軍により落城したと伝わ
る。秀吉が因幡攻めに向かう際、喉の渇きを潤し
たという「太閤清水」の伝承が残る。

U ターンした青年が夫婦で営む「JINEN AN」は、手作りの
石窯で焼く天然酵母のピッツァが自慢のお店。地元の野菜
や山菜、ジビエなどを使ったピッツァを求めて、京阪神から
も訪れる。高台にあり、絶景を眺めがらの食事も最高。

集落の東側、入り口に当たる場所には「六地蔵」が置かれて
いる。旧街道と思われる墓地へと続く道には、旅人が休憩し
た「辻堂」が建てられている。辻堂の中には昔、葬礼の際に使
われた古い道具が残されている。

至
新
温
泉
町柤大池
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て
畑
仕
事
に
出
か
け
る
と
、
日
没
ま
で

の
１
日
を
過
ご
し
た
そ
う
だ
。

　
「
土
蔵
を
持
っ
た
家
が
多
く
、か
な
り

裕
福
な
村
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
北
側

に
は
「
柤け

び
お
お
い
け

大
池
」
が
あ
り
、
湧
き
水
も

豊
富
な
こ
と
か
ら
、
現
在
も
全
国
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
す
る
ほ
ど
お
米
が
美
味
し
い
で

す
」
と
、
田
中
区
長
は
話
す
。

　

か
つ
て
は
村
の
３
分
の
１
が
生
産
す

る
ほ
ど
「
わ
さ
び
」
が
名
産
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
地
の
水
の
よ
さ
を
表
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
。

　

夏
は
涼
し
く
、
秋
に
は
鮮
や
か
な
紅

葉
で
彩
ら
れ
る
柤
岡
。
冬
場
は
但
馬
で

も
屈
指
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、

積
雪
は
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
も

あ
る
。
除
雪
車
が
入
れ
な
い
路
地
は
昔

か
ら
集
落
の
人
々
が
協
力
し
て
雪
か
き

を
し
た
と
い
う
。「
今
年
は
屋
根
の
雪
下

ろ
し
を
し
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
、
岸
本

典
明
副
区
長
は
笑
っ
て
話
す
。

　

田
ん
ぼ
仕
事
が
一
段
落
す
る
お
盆
に

は
盆
踊
り
の
余
興
と
し
て
町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
「
芸
お
ど
り
」
が
踊
ら

れ
る
。
か
つ
て
は
村
芝
居
も
盛
ん
に
行

わ
れ
、
集
落
の
親
睦
を
図
っ
て
い
た
。
自

然
と
寄
り
添
い
、
互
い
に
協
力
し
合
っ
て

生
き
て
き
た
柤
岡
の
人
々
。
美
味
し
い

空
気
と
水
、
遠
く
広
が
る
絶
景
が
穏
や

か
な
心
を
育
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

●裏路地探険参加者募集！
令和元年9月14日（土）
10:00〜12:00
朝来市生野町口銀谷

＊実施日の10日前までに、18ページ
掲載の「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・
年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みく
ださい。締切後、参加ご希望の方
へ郵送にて案内を送付します。

至
国
道
９
号

大峰山

万福寺
天上石

JINEN AN 
〜山村の石窯ピッツェリア〜

国定公園
柤大池公園
バンガロー村

六地蔵

柤岡へき地保育所跡
（旧小学校跡）

過疎化が進む地域にあって、
村おこしのため有志が集っ
た「柤岡あけぼの会」のメン
バーが 40 年かけて整備し
てきた「柤大池公園」。バン
ガローやキャンプサイトが
あり、大自然を満喫できる。

香美町指定文化財の「芸おど
り」は、盆踊りの余興として、
公会堂前で踊られる。歌舞伎
に由来するとされ、太刀など
を振り回しながら舞う独特の
踊り。公会堂は木戸や花道な
どの舞台機能も備えている。

（右上）集落の家々に
はそれぞ れ 立 派な石
垣が組まれている。

（右下）地すべり地形
のため湧水も豊富で、
地下水を排 水 する防
災 用の集 水井が 3 ヶ
所設置されている。

（左）集落の中心には
火除けの 神様である

「愛宕山神」が祀られ
ている。

氏神である日枝神社。どんと焼き、節句参り、
秋祭りなど、年中行事が行われる。

六地蔵

柤岡公会堂

辻堂

至香美町村岡区熊波

愛宕
山神

柤岡城跡

日枝神社

柤大池



伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第26回

日本で唯一、コウノトリにゆかり
がある神社。室町末期の建造と
推定され、三間社流造の建物で
ある本殿は国の重要文化財に指
定されている。

皇
子
の
心
を
動
か
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
伝
説
」 ［
豊
岡
市
下
宮
］

　
大
空
を
優
雅
に
舞
う
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
、
豊
岡
市
の
「
久く

く

ひ

々
比

神
社
」
に
は
「
日
本
書
紀
」
に
記
述
が
残
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
伝
説
が

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
。「
久
々
比
」
と
は
鵠
く
ぐ
い

の
こ
と
で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
垂
仁
天
皇
が
誉ほ
む
つ
わ
け
の
お
う
じ

津
別
皇
子
を
連
れ
、
宮
殿
の
前
に
立
っ
た
時
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
大
空
を
飛
ん
で
い
た
。
そ
の
時
、
皇
子
が
「
こ
れ

は
何
と
い
う
名
の
鳥
だ
」
と
言
葉
を
発
し
た
。
皇
子
は
30
歳
だ
っ

た
が
、
ま
だ
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
赤
ん
坊
の
泣
き
声
の

よ
う
な
声
し
か
出
な
か
っ
た
。
こ
の
時
初
め
て
人
並
み
の
言
葉
を

話
し
た
の
で
あ
る
。

　
天
皇
は
大
変
喜
び
、「
誰
か
あ
の
鳥
を
捕
ま
え
て
献
上
せ
よ
」

と
言
い
天あ
め
の
ゆ
か
わ
の
た
な

湯
河
板
挙
が
「
私
が
必
ず
捕
ら
え
て
献
上
し
ま
す
」
と

申
し
出
て
、
大
鳥
が
飛
び
行
く
国
々
を
追
い
か
け
た
。
そ
し
て
出

雲
国
か
但
馬
国
で
捕
ら
え
、
献
上
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
霊
鳥
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
そ
の
鳥
が

棲
ん
で
い
る
土
地
を
久
々
比
と
呼
び
、
木
の
神
「
久く
く
ち
の
み
こ
と

々
遅
命
」
を

お
祀
り
し
た
。
こ
れ
が
久
々
比
神
社
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
子
宝
を
運
ん
で
く
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
参
拝
に
訪
れ
、
境
内
に
は
た
く
さ
ん
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
絵
馬
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

《協力》豊岡市教育委員会

　　　教育総務課文化財室
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“キラリと光る”但馬の子どもたち！
未来を担う高校生をご紹介

　

香
美
町
に
あ
る
県
立
村
岡
高
校
で
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
「
村

高
発
！
地
域
元
気
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
校
が
あ
る
村
岡
区
内
の
長
須
地
区

で
は
、
約
60
年
前
に
「
射い
そ
う
し

添
紙
」
と
呼
ば

れ
る
丈
夫
な
手
漉
き
和
紙
が
作
ら
れ
、
日

常
生
活
に
使
わ
れ
て
い
た
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
い
た
が
、

近
年
復
活
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

　
「
射
添
紙
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
地
域
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
そ
し
て
知

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
が
こ
の

活
動
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
す
」。

　

そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
紙
漉
き
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
3
年
生
の
五
十
嵐
く

ん
。
同
グ
ル
ー
プ
は
2
0
1
6
年
か
ら
紙

漉
き
の
学
習
を
行
い
、
毎
年
春
に
行
わ
れ

る
「
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

で
上
位
入
賞
者
の
表
彰
状
を
射
添
紙
で

制
作
す
る
な
ど
、
地
域
と
関
わ
り
合
い
な

が
ら
射
添
紙
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　

技
術
を
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
は
、
元

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
「
な
が
す
手
漉
き

紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
で
あ
る
本
多
秋あ
い
か香

さ
ん
。
伴
走
者
と
な
る
地
域
の
大
人
の
手

助
け
を
得
な
が
ら
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主

体
は
あ
く
ま
で
も
高
校
生
自
身
だ
。

　

昨
年
グ
ル
ー
プ
の
代
表
生
徒
が
、
地

域
活
性
化
な
ど
の
成
果
を
発
表
す
る

全
国
大
会
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
8
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」に
出
場
し
た
。

射
添
紙
や
地
域
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
る
姿
に
、
2
年
生
の
福
井
さ
ん
は
「
和

紙
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
姿
勢
に
も
魅

力
を
感
じ
ま
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

本
年
度
は
香
美
町
長
・
副
町
長
の
名

刺
を
射
添
紙
で
作
成
す
る
他
、
町
内
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
と
協
力
し
、
宿
泊
と
紙
漉
き
体

験
を
セ
ッ
ト
に
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
す
る
計
画
が
進
行
中
だ
。

　
「
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
定

住
と
も
観
光
と
も
別
で
、
地
域
と
多
様
に

関
わ
る
協
力
者
、つ
ま
り
“
関
係
人
口
”

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
五
十
嵐
く
ん
。
紙
漉
き
を
通
し
た

人
と
人
と
の
交
流
が
地
域
を
元
気
に
し
、

住
民
の
活
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

発
足
当
時
か
ら
続
け
て
実
施
し
て
い
る

射
添
小
学
校
児
童
へ
の
紙
漉
き
指
導
も

重
要
な
活
動
だ
。
2
年
生
の
西
村
く
ん
は

「
小
学
生
に
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の

家
族
に
も
射
添
紙
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
世
代
の
担
い
手
を
育
て
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
僕
た
ち
が
大
切
に
し
て
い

る
活
動
の
１
つ
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
学
習
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
き

た
地
域
元
気
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
彼
ら
が
起

こ
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

2 年生 2 名、3 年生 2 名が在籍。「地域に
ついて学びたい」と、メンバー全員が主体
となって活動している。生徒自ら地元企業
にプロジェクトを提案し、従来の和紙にと
らわれない発想で新しい射添紙の魅力を
作りあげている。

射添小学校の 5 年生に継続
して紙漉きを指導している。
自分で理解したことを人に伝
える難しさを学んだ。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
！

高
校
生
主
体
の
紙
漉
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

be to  HERO 01
村高発!地域元気化

プロジェクト
【兵庫県立村岡高等学校】

多くの人に射添紙の
魅力を発信したい！

そのために勉強中です！

楽しそうに紙漉きを行う
小学生を見ていると、
僕も楽しくなります！

水に浮く和紙ランプ
「和雲（わく）」は、
新温泉町の旅館
「井づつや」でも
披露されました♪

地
域
元
気
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
。「
棚

田
」「
演
舞
」
な
ど
8
グ
ル
ー
プ
が
地
域
に
出
向

き
、
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
か
つ
て
長
須
集
落
で
生
産
さ
れ
て

い
た
「
射い

そ

う

し

添
紙
」
の
復
活
を
目
指
す
紙
漉
き
グ

ル
ー
プ
を
取
材
し
ま
し
た
！

西村 大地くん

五十嵐 大吾くん 福井 若菜さん
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豊岡市民プラザ
ミュージック☆バッグ 2019  
7月13日（土） 開演18:30
※有料 高校生以下無料

（要整理券）
劇の学校

「平田オリザ先生の中高生
演劇入門ワークショップ」
７月15日（月・祝） 
10：00～17：00
受講無料（要申込）
第28回プラザ寄席 
ふれ愛亭
７月20日（土） 開演13:30
※有料（前売あり）
劇の学校

「小学生演劇ワークショップ」
７月25日（木）～27日（土） 
13：00～16：00
受講無料（要申込）
平和を願う朗読劇・
豊岡２０１9『祈り-１９４５』
８月3日（土）開演14:00
※有料 高校生以下無料

（要整理券）
長野県上田市姉妹都市
高校生演劇交流事業

『豊岡駅前小鳥店』
８月12日（月・祝）
開演15:00
神戸大学児童文化研究会
豊岡公演「おいで おいで 
観においで」
８月23日（金） 開演10:30
入場無料（要整理券）

クラルテ人形劇場
～こどもからおとなまで～
8月30日（金）・31日（土）

豊岡市民プラザ
演劇プロジェクト
内藤裕敬と関西の
俳優たち×市民演劇『満月』
9月7日（土）開演19:00
8（日） 開演15:00
※有料 高校生以下無料

（要整理券）
U18 MUSIC FESTIVAL
10月5日（土） 開演13:00

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

城崎国際アートセンター
テアトロ・インプロヴィーゾ×
セマフォー『ファンタス
ティック！（仮）』豊岡公演
７月20日（土）・21日（日）・
22日（月）※有料

読売テレビプロデュース
『わたしの星』成果発表
8月5日（月） 開演19：00
青年団国際演劇
交流プロジェクト2019

『東京ノート・インター
ナショナルバージョン』
9月上旬（予定）

余越保子
『shuffleyamamba』
豊岡公演
10月5日（土）・6日（日）
場所:出石永楽館（予定） ※有料

西尾佳織/鳥公園
鳥公園#15

『 終わりにする、一人と一人
が丘』地域交流プログラム
10月中旬

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

Hall Information
●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

仕舞体験教室
9月7日（土） 開演11:00
豊岡ブラスフェスタ2019
10月5日（土）
開演13:00 ※有料

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

大阪大学交響楽団
サマーコンサート
8月24日（土） 開演14:00
第16回 養父市吹奏楽祭
9月22日（日） 開演13:30

（問）養父市立八鹿公民館
（養父市八鹿町八鹿1675）
TEL.079-662-6141

八鹿文化会館ホール

夢ホール
新温泉町文化協会 
観月芸能のつどい
9月28日（土） 
13:00～16:00
場所：浜坂多目的集会施設
あそびうたコンサート
あきらちゃんと&ジャンプくん
11月10日（日） 
10:30～11:30 
※中学生以上有料
場所：浜坂体育センター

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

おおやホール
第13回落語 in おおや！
全国素人名人会  ※有料
7月27日（土） 開演14：00
第26回公募展木彫
フォークアートおおや
9月20日（金）
～10月6日（日）
9:00～17:00
Queen's Tears
Honey アカペラコンサート 
in おおや 11月9日（土）
開演19：00 ※有料

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

のびのび ノビアホールフェスタ
7月28日(日) 
大阪大学奇術研究会
納涼マジックショー
8月24日(土) 開演19:30

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

ノビアホール

人形劇団クラルテ
11ぴきのねことへんなねこ
7月21日（日） 開演14:00
※有料 2才以下無料
鼓童ワン・アース・ツアー
2019「道」
9月28日（土） 
開演1９:０0 ※有料

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664 -1141

ビバホール
第１5回 ASAGO
芸術音楽祭2019
オープニングコンサート
7月11日(木)
開演18:30（予定） ※有料
場所：生野マインホール

ファイナルコンサート
7月15日(月・祝)
開演14:00（予定） ※有料
場所：和田山ジュピターホール

山田姉妹ソプラノデュオ
コンサート 9月8日(日)
開演14:00 ※有料
場所：あさご・ささゆりホール

スギテツwith溝口肇
～クラシックで遊ぼう～
10月20日(日)
開演14:00 ※有料
場所：生野マインホール

（問）朝来市芸術文化課
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

朝来市文化会館
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川魚つかみ取り体験
７月21日(日) 
10：00〜13：00
豊岡市竹野町二連原区

（問）たけの観光協会
TEL.0796-４７-１０８０

竹田松明祭り
7月23日（火） 20：00〜
朝来市和田山町竹田
朝来橋下流

（問）情報館「天空の城」
TEL.079-674-2120

城崎温泉 夏物語・夢花火
7月26日（金）〜8月25日（日）
21：00から10分程度
豊岡市城崎温泉街
※土・日、8 月13日～ 15
日は除く（8月25日は実施）

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

たけの海上花火大会
７月30日(火)
豊岡市 竹野浜海水浴場

（問）同実行委員会
（たけの観光協会内）
TEL.0796-４７-１０８０

出石の風鈴
7月下旬〜8月下旬
豊岡市 出石城跡下谷山川

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

ひまわりまつり 
８月上旬〜中旬
豊岡市但東町 たんとう花公園

（問）但東シルクロード観光協会
TEL.0796-54-0500

柳まつり 
８月１日(木)・２日(金)
豊岡市 豊岡駅通り他

（問）柳まつり実行委員会
TEL.0796-２２-４４５６

ジオパーク魚と元気っこ
8月2日(金) 13：00〜15：00
香美町香住区下浜 
三田浜海水浴場

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

び～ちふぇすた2019
いん しんおんせん
8月4日（日） 
新温泉町浜坂県民サンビーチ

（問）同実行委員会
（新温泉町生涯教育課内）
E-mail : beachfesta.
shinonsen@gmail.com

竹野浜オープンウォータ
スイミング大会
７月7日(日)
豊岡市 竹野浜海水浴場

（問）たけの観光協会
TEL.0796-４７-１０８０

川下大祭
7月13日（土）〜15日（月・祝） 
新温泉町宇都野神社

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

八鹿夏まつり花火大会
7月14日（日）
20：00〜21：00
養父市八鹿町市街地

（問）同実行委員会
TEL.079-662-8778 

浜坂ふるさと夏まつり
花火大会
7月14日（日）
新温泉町浜坂県民サンビーチ

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

第 8 回世界ジオパーク
トレイルラン 2019
7月15日（月・祝） 
7：00〜18:00
豊岡市神鍋高原周辺

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800

荒湯天狗まつり
7月20日（土）
新温泉町 湯村温泉街

（問）新温泉町商工会温泉支所
TEL.0796-92-1856

第42回香住ふるさとまつり
7月20（土） 9：00〜21：00
香美町香住区 香住浜周辺

（問）同総合委員会
TEL.0796-36-3355

ジオパークかえる島絵馬祈願
7月21日（日）
10：00〜12：30
香美町香住区境
今子浦海水浴場

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

生野夏物語
８月13日（火）〜15日（木） 
17：00頃
朝来市生野町口銀谷地域、
奥銀谷地域

（問）生野夏物語推進協議会
（朝来市商工会生野支所内）
TEL.079-679-2233

あさご夏祭り（花火大会）
8月16日（金）
17:00〜22：00
朝来市 朝来グラウンド周辺

（問）朝来支所内同実行委員会
TEL.079-677-1165

やぶ ふるさとまつり
８月16日（金） 18：30〜
養父市養父地域局前広場

（問）同奉賛会事務局
TEL.079-664-0281 

朝来市山東夏祭り花火大会
8月19日（月） 19：30〜
朝来市与布土川河川敷

（問）同奉賛会
（朝来市役所山東支所）
TEL.079-676-2080

朝来市和田山夏まつり
和田山地蔵祭花火大会
８月23日（金） 19：30〜
JR和田山駅北貨物
ヤード跡地

（朝来市和田山町駅北付近）
（問）朝来市和田山地域振興課
TEL.079-672-6137

湯村の火祭り 8月24日（土） 
新温泉町 湯村温泉街

（問）湯区事務所
TEL.0796-92-1081

愛宕の火祭り
８月25日（日）
10：00〜20：30
豊岡市出石町中村 
伊福部神社周辺

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-５２-４８０６

第30 回
せきのみやふれあいまつり
８月31日（土）
養父市関宮コミュニティ
スポーツセンターグラウンド

（問）同実行委員会
TEL.079-667-2211 

山陰海岸ジオパーク 
コウノトリ チャレンジライド
in 但馬　9月8日（日） 
豊岡市 城崎温泉

（スタート&フィニッシュ）
（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

開駅2周年秋まつり
9月14日（土）〜16日（月・祝）
新温泉町 道の駅山陰海岸
ジオパーク浜坂の郷

（問）同道の駅
TEL.0796-80-9010

久谷ざんざか踊り
9月15日（日）
新温泉町久谷 八幡神社

（問）新温泉町教育委員会
生涯教育課
TEL.0796-82-5629

香住ガニまつり
9月21（土） 9：00〜12：30
香美町香住区若松
香住漁港西港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

銀谷祭り
9月22日（日） 10：00〜
朝来市生野町口銀谷地区

（問）同実行委員会
TEL.079-679-2240

村岡ダブル
フルウルトラランニング
9月29日（日） 5：00〜19:00
香美町村岡区全域 
※参加費有料

（問）同大会事務局
TEL.0796-94-0298

但馬・食文化まつり2019
10月6日(日) 10：00〜
朝来市和田山町
イオン和田山店駐車場

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

一円電車まつり
10月6日（日）
養父市あけのべ憩いの家広場 
※一円電車は乗車料一円から

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

出石秋祭り喧嘩だんじり
10月13日（日）
豊岡市 大手前駐車場前

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

城崎温泉だんじり祭り
10月14日(月・祝)・15日(火)
豊岡市城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

出石藩きもの祭り
10月26日(土)・27日(日) 
10：00〜15：30
豊岡市 出石庁舎前広場

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

第 5 回加藤文太郎
浜坂三山縦走大会
10月27日(日) 
新温泉町 雨天決行

（問）加藤文太郎記念図書館
TEL.0796-82-5251

第 49 回出石お城まつり
11月3日(日・祝) 9：00〜
豊岡市 出石城跡周辺

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

朝来ふれあい元気まつり
11月4日（月・振休）
10:00〜14：00
朝来市朝来支所前広場
小雨決行
※一部有料コーナーあり

（問）朝来市朝来支所
TEL.079-677-1165

祝！柴山がに初せりまつり
11月6日(水)
11:30〜14:15（予定）
香美町香住区沖浦 柴山港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

かすみ松葉がにまつり
11月17日(日)
9:00〜12:30
香美町香住区香住 
香住漁港西港

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

竹野カニカニカーニバル
11月17日(日) 
9：00〜13：00 
豊岡市 但馬漁協竹野支所周辺

（問）同実行委員会
（たけの観光協会内）
TEL.0796-４７-１０８０

城崎温泉 かに王国
開国式 & 絶叫大会
11月23日（土・祝） 11：00〜
豊岡市 JR城崎温泉駅前広場

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

●イベントなどの情報は2019年5月現在のものです。
●但馬の主なイベントを掲載し、未確定の情報については掲載していません。
●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。 Event Calendar
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Spot Information ●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

コウノトリの郷公園
ガイドウォーク
毎週土曜日 13:15～14:30
夏の特別ガイドウォーク
7月6日（土）
9:45～11:30、
15:15～17:00

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

全但バス但馬ドーム
第8回世界ジオパーク
トレイルラン
7月15日（月・祝）

（問）関西トレイルラン
サーキット実行委員会事務局
TEL.06-6699-5000
但馬ドームサマーミュージアム

「但馬・豊岡の伝統工芸
～杞柳細工～」
8月1日（木）～31日（土）
9：00～17：00
第22回神鍋ジュニア
サッカー サマーカーニバル
8月12日（月・祝）～15日（木）

（問）（株）ニチレク
TEL.06-6243-3351
第52回日本女子ソフト
ボール一部リーグ 豊岡大会
9月7日（土）・8日（日）※有料

（問）但馬ソフトボール協会
事務局 宿南さん
TEL.090-3356-4509
TAJIMADOME
Twilight Halloween
2019 10月19日（土）
第21回全日本
身体障害者野球選手権大会
11月2日（土）・3日（日・祝）
コウノトリ翔る
但馬まるごと感動市
11月9日（土）・10日（日）

（問）同実行委員会
TEL.0796-23-1001

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

円山川公苑
屋外 50mプール営業開始
７月10日（水）～9月1日（日）
１０：００～１９：００ ※有料
日本流儀・映像作家 
藤原次郎 VS
日本画家 山田毅
7月13日(土)
～9月16日(月・祝)
※有料（高校生以下無料）
円山川カヌー体験 Day
5期：7月14日(日)
9:30～16:30 ※有料
円山川・楽々浦カヌーツアー
3期：9月23日（月・祝）
4期：10月13日（日）
13：00～15：45 
各期14名 小学生～大人
※要HP確認
2019 チャレンジカヌー
in 円山川 9月29日（日）
10：30～15：00
障がいのある方、カヌー
サポートができる方など 
60名 ※有料
愛犬と楽しむカヤック体験
Halfday 円山川
3期：10月6日（日）
4期：10月２７日（日）
13：00～15：45 
各期14名 小学生～大人
※要HP確認
彫刻家 秦榮一郎と
荻野和彦の世界 ～つなぐ～
10月5日(土)～
2020年1月13日(月・祝)
※有料（高校生以下無料）

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

木の殿堂
組み木指導員作品展
6月22日（土）～
7月15日（月・祝）

山根成章 組み木作品展
6月22日（土）～
7月15日（月・祝）

ふれあいの森倶楽部
7月11日（木）・9月4日（水）・
11月6日（水）
13:00～16:00 ※有料 

坂田陽一 剪画（切り絵）教室
7月13日（土）
1０:00～15:30
定員15名 ※有料 

探鳥会 7月15日（月・祝）
定員20名

中正修 魚の世界木彫展
7月20日（土）～9月1日（日）

苗代隆男 星空写真展
7月20日（土）～9月1日（日）

夏休み親子おもちゃ作り教室
8月3日（土） 
10：00～13：00頃
定員10組 ※有料 

第22回森と木のクラフト展
9月7日（土）～29日（日）

特別組み木教室
9月7日（土）・14日（土）・
10月12日（土）・19日（土）
13：00～16：00 
定員14名 ※有料 

組み木指導員養成講座
9月21日（土）・28日（土）・
10月5日（土） 
13：00～16：00 
定員8名 ※有料 

浜田昭文 直子 夫婦二人展
10月5日（土）～27日（日）

第22回 森と木のクラフト展
受賞者作品展
10月5日（土）～27日（日）

森のピクニック
10月10日（木） 
10：30～12：00 
定員 未就学の児童と保護者
20組程度 ※有料 

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

但馬牧場公園
ロールケーキづくり教室
7月7日（日）10:00～
定員8組 ※要申込・有料

そうめん流し
第1回 7月20日（土）
11:00～
第2回 7月21日（日）
11:00～ 定員各100名
先着順 ※有料

パフェづくり体験 
8月25日（日）10:00～
定員40名 ※要申込・有料

但馬“牛まつり”プレイベント
但馬牛でローストビーフを
作ろう！
9月8日（日） 10:00～
定員7組 ※要申込・有料
但馬ビーフ焼肉の試食
9月14日（土） 10:30～
定員150名
※先着順整理券配布・有料
レザークラフト体験
9月14日（土） 11:00～
定員２０名 ※要申込
※当日受付あり・有料
但馬牛クイズ大会
9月14日（土） ・15日（日） 
13:30～
但馬牛とモ～っとふれあおう
9月14日（土） ・15日（日） 
14:00～ 各日定員２０名

第26回 但馬“牛まつり”
9月22日（日）10:00～

（問）但馬“牛まつり”
実行委員会
TEL.0796-82-5625

ピザづくり体験 
10月5日（土）10:00～
定員8組 ※要申込・有料

第３１回　
兵庫県どんぐりごま大会 
10月12日（土）10:00～

オータムフェア
ストラックアウトゲーム
10月12日（土） 10:30～
定員50名
秋の味覚
炊き込みご飯のふるまい
10月12日（土） 13:30～
先着100名
レザークラフト体験
10月12日（土） 14:00～
定員２０名 ※有料

芋ほり体験と焼き芋
10月13日（日）13:30～
定員30名 ※要申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

但馬文教府
第42回但馬美術展
8月2日（金）～9日（金）
9：00～17：00
創作活動体験教室
8月4日（日） 9：00～12：00
第52回文教府夏期大学
8月17日（土）
10:00～15:40（予定）
場所：豊岡市民会館 ※有料
科学する
但馬の子ども作品展
9月13日（金）～23日（月・祝）
9：00～17：00
科学チャレンジ2019
in 但馬文教府
9月29日（日）
10：00～15：00（予定）

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

兎和野高原野外教育センター

夏休み親子キャンプ
7月20日（土）13：00～
21日（日） 12:00 ※有料
きのこ観察会 
日帰りコース
9月28日（土）13：30～・
29日（日）9：00～  ※有料  
お泊まりコース
9月28日（土）13：00～
29日（日）12:00 ※有料
秋のオートキャンプ
in Uwano
10月5日（土）13：00～
6日（日）12:00 ※有料

“秋の兎和野・瀞川平”
山岳歩こう会
10月20日（日）
8：30～15:00 ※有料

（問）兎和野高原
野外教育センター

（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

はしもとみお木彫り展
～森で見つけたどうぶつたち～
7月13日（土）～9月1日（日）
9：30～17：00
森の中から物語をつくる
7月20日（土）～9月1日（日）
9：30～17：00

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
大人500円  大・高校生300円
中・小学生200円

（入館は閉館30分前まで）
休館日：水曜・祝日の翌日・
年末年始
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

南但馬自然学校
第２回遊友体験活動

「初夏の里山を楽しもう！」
～夏の生き物さがし～
7月6日（土） 9：30～
12:00  ※要申込・有料
第２回親子で自然学校
香りをきく、自然物クラフト

（夏の工作づくり）、キャン
プファイヤー、火おこし・野
外炊事（夏野菜カレー）
8月24日（土）9：30～
25日（日）13：15 
※要申込・有料
第３回遊友体験活動

「紅葉の里山を楽しもう！」
～さつまいも掘りと焼きいも、
どんぐりみつけ～
10月19日（土）
9：30～12:00 ※要申込・有料

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731

養父市立全天候運動場
天女の湯カップ グラウンド
ゴルフ大会（個人戦）
7月1日（月）
受付8:30～（予定） ※有料 
第28回 イヌワシ駅伝大会
9月23日（月・祝） 
7:30～（予定）
場所：関宮中学校周辺 ※有料 
第13回やぶらぶマラソン
10月14日（月・祝）8:00～
※参加費有料 

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木）
TEL.079-663-2021
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50名様

但馬検定ミニクイズ！！
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『伝承の地を訪ねて』で紹介したコウノトリ伝説。
豊岡市にあるコウノトリゆかりの神社の名前は？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガ
ナ、電話番号、生年月日、性別、ご感想をご記入の上、左記
の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2019 年 8月14日（水）必着  
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.108の答えは「心諒尼」でした。

クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下記
の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

御火浦村おこしグループ
ほたるいか糀トマトパスタソース

ヒントは
12ページ！
「久◯◯神社」

い
出
し
、
孫
と
な
る
私
の
娘
と
２

人
で
但
馬

⇔
伊
丹
往
復
に
出
発
し

ま
し
た
。
両
空
港
内
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
高
齢
で
あ
る
父
を
気
遣
っ

て
、
車
椅
子
の
移
動
か
ら
道
案
内

ま
で
手
厚
い
対
応
を
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
心
温
ま
る
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。
夕
方
の
便
ま
で
は

伊
丹
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
で
勝
尾
寺

を
目
指
し
、
空
港
内
で
海
鮮
丼
を

食
べ
、
心
配
だ
っ
た
父
の
体
調
も
崩

す
こ
と
な
く
有
意
義
な
１
日
を
過

ご
せ
ま
し
た
。養

父
市　

Ｍ
・
Ｈ
さ
ん

番
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
の
裏
路

地
探
険
「
高
柳
」
を
読
み
ま

し
た
。
以
前
16
年
間
、
結
婚
を
機

に
ア
パ
ー
ト
を
新
居
と
し
て
高
柳

に
住
ん
で
い
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
散
歩
が
て
ら
高
照
寺

や
観
音
堂
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
知
っ
て
い
る
場
所
や
改
め
て

知
っ
た
場
所
や
由
来
が
分
か
り
、
た

め
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
自
分
の
実

家
の
す
ぐ
近
く
に
家
を
建
て
、
夫
と

姑
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
気
が
向

け
ば
す
ぐ
に
ふ
ら
り
と
行
け
る
距

離
な
の
で
Ｔ
２
片
手
に
再
確
認
に

散
策
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

養
父
市　

Ｈ
・
Ｎ
さ
ん

用
し
て
い
た
矢
田
川
み
そ
が

製
造
中
止
に
な
り
、
残
念
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
豆
本
来
の
お
み

そ
の
味
が
し
て
、
こ
の
み
そ
汁
を

飲
む
と
癒
さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
復

活
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
尽
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

朝
来
市　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん

た
い
で
す
。
厳
選
さ
れ
た
お
米
か

ら
シ
ン
プ
ル
な
材
料
の
み
で
愛
情

込
め
て
作
れ
ら
た
お
み
そ
。
ぜ
ひ

子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い

逸
品
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
夫
婦

が
結
婚
式
を
挙
げ
た
ブ
ル
ー
リ
ッ

ジ
ホ
テ
ル
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い

て
嬉
し
い
＆
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

養
父
市　

Ｈ
・
Ｋ
さ
ん

勤
で
昨
年
の
８
月
か
ら
豊
岡

に
単
身
赴
任
し
て
、
土
日
は

山
崎
へ
帰
っ
て
い
ま
す
が
両
親
も
自

分
も
Ｔ
２
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
両
親
は
裏
路
地
探
検
に
２
度

参
加
し
た
り
と
元
気
に
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
所
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
待
っ
て

い
ま
す
！

宍
粟
市　

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん

年
12
月
、
92
歳
と
な
る
父
が

死
に
土
産
に
１
度
但
馬
空

港
の
新
型
機
に
搭
乗
し
た
い
と
言

の
ふ
る
さ
と
は
豊
岡
で
す
。

１
年
に
通
算
４
ヶ
月
は
帰
省

し
ま
す
。
94
歳
に
な
る
母
が
元
気

に
暮
ら
し
て
お
り
、
野
菜
を
育
て

て
東
京
に
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
帰
る

た
び
に
Ｔ
２
を
読
み
、
東
京
で
の
生

活
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
が
豊
岡
で
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。「
豊
岡
が
ん
ば

れ
！
」と
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
小
金
井
市　

Ｋ
・
Ｏ
さ
ん

馬
の
隠
れ
たIppin

コ
ー

ナ
ー
が
い
つ
も
楽
し
み
で

す
。
商
品
名
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ

の
製
造
過
程
や
素
材
へ
の
こ
だ
わ

り
、
作
り
手
さ
ん
の
想
い
な
ど
は

な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
い
つ
も
詳
し
く
記
事
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
て
大
変
参
考
に
な
り

ま
す
。
記
事
を
読
み
、
食
べ
て
み
た

い
！
と
思
っ
て
購
入
し
に
行
く
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
矢

田
川
み
そ
も
、
と
っ
て
も
食
べ
て
み

私但

去

愛

１

読 者
場の

vol.109
2019 Summer
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（上）猿壺の滝／新温泉町浜坂
（中央）弁天浜／豊岡市竹野町
（下）今子浦海水浴場／香美町香住区
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

Ｔ
２
春
号
（V

o
l.1
0
8

）
に
お
き
ま
し

て
、
熊
本
鎮
雄
さ
ま
の
お
名
前
に
誤

記
が
ご
ざ
い
ま
し
た
（
特
集
記
事
５

ペ
ー
ジ
）。
熊
本
さ
ま
、
読
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ

に
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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